








































































































































































































































































































































 3年 林 夏彩（「PRプランナー捕」資格
取得，「イベント検定」資格取得）
私は，2017年11月18，19日に京都・龍谷大
学深草キャンパスにて行われた第23回日本広報
学会研究発表全国大会において，19日の午前の
み参加した。今大会の統一論題は「世界新秩序へ
の模索と広報学の射程」だ。30分の制限時間内
に，3つのブースで代わる代わる，色々な立場の
方が研究発表をする，というシステムだったので，
発表者にも私たちにも忙しい日程だった。私は最
初の講義から4つは，全て同じブースで受講する
ことにした。全てテーマは大学広報であり，四者
とも大学に勤めている方だった。どの発表も大学
生である私にとっては，過去に経験した入試広報
など想像しやすい議題ばかりであったが，特に面
白いと感じたのは，榊原先生の「大学キャラクター
の分類」という発表だった。内容もさることなが
ら，パワーポイントの作り切り替えのタイミング，
それから発表のテンポが非常にわかりやすく，プ
レゼンテーションのお手本として参考にしたいと
思った。
5つ目として，最後に須田先生の「企業メッセー
ジとその生成プロセスに影響を及ぼす要因に関す
る考察」という発表に出席した。須田先生は北海
道大学大学院のメディア・コミュニケ―ション研
究院で日々研究を行っている方で，今回は企業広
報という観点から広報学会に参加されていた。私
が興味を持ったのはプロセスという部分で，内容
は違うが，卒業論文の参考として，プロセスの組
み方というものを知りたかったからだ。基本的な
プロセスを組む流れは変わらないと考え，今回須
田先生の発表に出席するに至った。
須田先生の今回の研究の目的は「広報/PR部
門は，組織全体の対境活動に調整・統合役として
関与することによって組織に貢献する」という理
論命題を実証するための予備考察を行う事だ。従
来のパブリックリレーションズの定義としてステー
クホルダーとより良い関係を築く活動となってい
るが，そこにはステークホルダー（組織体）とパ
ブリック間の関係性構築・維持において，組織内
の複数の部門が関与することが考慮されていない
事を指摘し，須田先生の過去の持論を用いて，い
かに複数の部門を統合・調整する行為に広報/PR
部門が重要なのかを解説した。つまり広報/PR
は組織体とパブリックを繋ぐ公式のコミュニケー
ション・チャネルとして中心的情報源として機能
するべき，となる。この結論を背景として，次に
須田先生は「広報/PR部門が作成する公式メッ
セージには，広報/PR部門の統合・調整への関
与の度合いが反映される」という仮説を用いて，
研究の進め方や測定方法などを明らかにし，経過
報告として研究結果を発表した。まだ研究は終わ
らないとのことで，はっきりとした結果報告は無
かったものの，次に行う分析の提示を最後に，須
田は先生の発表は終了した。
私は今回，初めて学会というものに参加した。
自分で議題や仮設を見つけ，頼まれてもいないの
にとことん考え調べあげる学者という人たちに，
こんなに近くで話を聞ける事はあまり無い。内容
に興味が有る無い，理解できるできないに関わら
ず，1つのモノの捉え方として，とても勉強になっ
た。是非新しい視点を生み出す参考にしたい。
 3年 繁田美輝（「PRプランナー捕」資格
取得）
11月18日19日に京都の龍谷大学で行われた
広報学会。マス・コミュニケーション学科の江間
ゼミ生は19日の学会に参加し各発表を聞いた。
私は当日4つの発表を聞いた。その中で大島昌子
さんの『日本企業の科学技術広報への取り組み
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―花王の事例―』という発表に最も興味を引かれ
た。大島昌子さんは花王の科学技術広報の業務に
携わっていた経験から，花王の広報の歴史につい
て紐解きつつ「日本企業の科学技術広報」につい
て言及されていた。
花王は創設者である長瀬富郎の「良いモノは，
その良さが広く知られ，使ってもらってこそはじ
めてその良さがわかる」という信念を元に，「消
費者との直接対話」を大事にしているという。花
王が1934年に実際に行ったという講習では，講
師が各地の会場まで出向き，開催していた。現在
と比べるとまだまだ交通が不自由な時代に，各地
へ足を運ぶというのは大変な苦労であったと考え
られる。だが，その苦労の積み重ねが今の花王と
いうブランドを創り上げたのだと思った。
その後，戦後に「三種の神器（冷蔵庫・洗濯機・
白黒テレビ）」が日本で普及しだした頃，花王は
いち早く石鹸から合成洗剤へ転換し，洗濯機メー
カーとのタイアップやラジオ・テレビでの宣伝活
動に力を入れたという。この時代の流れに敏感で
先を読める点は現代の企業にも通じるとても大事
な力であると感じた。しかし同時に，景気の良かっ
た時代だからこそ攻めの姿勢で事業を行えたが，
今の時代ではどうしても保守的になってしまうも
のなのではないかとも思った。
また花王は，1934年頃には団体を対象とした
工場見学，1953年には新発売した商品を女学校
やデパートや住宅地で，無料で配るなど，以前か
ら近年よく見るプロモーションを行っていた。大
量消費の時代，作れば売れると考えていた他企業
では，このようなプロモーションはなかなかみら
れなかったのではないだろうか。以前から消費者
の気持ちを大切にし，良いと実感・納得したても
らおうと考えていた花王ならでは，の歴史だと感
じた。
現在花王では，インターネットの検索エンジン
である「Yahoo!」の「Yahoo!知恵袋」で，家事
に関する質問に答えて消費者との対話をはかって
いるという。「Yahoo!知恵袋」には毎日沢山の質
問が投稿されており，その中にはもちろん，家事
に関する質問も含まれている。不特定多数の消費
者が閲覧していると思われる「Yahoo!知恵袋」
は，花王にとってプロモーションの場であり，消
費者のニーズを探る場でもあるのだと思った。
インターネットが普及した時代で，花王がどの
様にインターネットやテクノロジーを使用してい
くのか，広報を学ぶ上で注目したいと感じた。
 3年 吉川みさき（「准PRプランナー」
資格取得）
日本広報学会にて，「世界新秩序への模索と広
報学の射程」を論題にした5つの研究を拝聴した。
今回，この5つの研究について考察していきたい。
まず，1つ目は「大学広報と入試広報の関係性」
についてである。従来，大学広報の評価が入試広
報と同様に志願者数で評価されることに異論を唱
える研究だった。既存の考え方を，経験を通した
気づきで新たな観点から見ることをこの研究から
気づきを得た。受動的な姿勢から，何事にも疑問
を持つようにしたい。
2つ目は，「大学の危機管理広報」についてで
ある。大学の不祥事は3類型に分けられ，リスク
について大学に提言をする研究だった。今後，大
学の危機管理では環境作り，教育，共有が重要視
されるであろう。リスクとなる要因を吸い出すこ
とができる環境，例えば学生からの自発的な情報
提供ができる環境作りである。さらに，大学教職
員全体に，問題が起きる前と後の対応・情報共有
の徹底が求められる。マニュアルの作成や，シミュ
レーションを行い対応の仕方を見直す機会を作る
ことが必要だ。
3つ目は，「企業の広報活動が創出する非市場
的領域の意義」についてである。ソーシャルメディ
アの出現により，マスコミ以外の「場」で広報活
動が期待されるのではないかという研究だった。
ソーシャルメディアの出現により，企業側が対話
できる場を提供する時代から，消費者自身が場を
作る時代に変わってきている。時代に適応した広
報活動が，企業が生き残るためにも必要とされる
だろう。
4つ目は，「日本企業の科学技術広報への取り
組み」である。花王や欧州科学を事例に挙げ，懇
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談会や講習を通して消費者と直接対話を行うこと
が科学技術広報における信頼感醸成につながるの
ではないかという研究だった。花王や欧州科学の
懇談会では，質問が無くなるまで徹底的に消費者
の疑問や意見交換し理解や共感を得た。科学といっ
た消費者には理解しづらい分野では，誤解が生ま
れやすくソーシャルメディアが普及した現在では
情報も広まりやすい。対面での対話は，場所や参
加できる人が限られる。そこで，Youtubeやニ
コニコ動画，AbemaTVを利用した，リアルタ
イムで多数の人を対象に懇談会を行う手法も考え
られるだろう。
5つ目は，「広報における役割理論の展開と日
本への応用可能性」についてである。海外では広
報の仕事が専門職として確立しているが，日本で
はジョブローテーションで仕事が回ってくるため
広報担当者の明確な役割の定義や育成が必要とさ
れるのではないかという研究だった。役割の定義
をすることは，広報担当者が自身の業務の理解を
深めるとともに，新たな広報担当者を育成する際
に用いることもでき業務の効率化に繋がるだろう。
全体を通して，広報に携わる者には内部・外部問
わずコミュニケーションを取ることが必要とされ，
広い視野で社会を見通す力が重要だと学んだ。
（1） 日本広報学会は，1995年3月24日に設立され，
2018年に設立23周年を迎える若い学会である。
設立の趣旨は，①経営体の広報およびコミュニケー
ション活動全般について，学術的および実践的な
研究を行い，研究成果を発表しつつ，理論として
の体系化を目指す，②これからの経営体のコミュ
ニケーション活動のあり方，さらに社会に開かれ
た経営体のあるべき姿を洞察し，必要とされる施
策の内容を検討するとともに，展開の方法および
技法の開発につとめる，③国際社会に通用する広
報マインドの醸成に貢献する，である。約500人
の個人会員，約50の法人会員で構成され，実務
者と研究者の幅広い情報交換と議論を行っている。
（2）「PRプランナー検定（PRプランナー資格認定
制度／検定試験）」は，広報・PR業務に従事す
るために必要な最小限の基礎知識や実務に必要な
専門知識を有することを認定する資格で，公益社
団法人日本パブリックリレーションズ協会が試験
を主催している。認定資格は3段階あり，1次試
験合格者には「PRプランナー補」，2次試験合格
者には「准PRプランナー」，3次試験合格者に
は「PRプランナー」の資格が付与される（資格
取得申請をした場合）。江戸川大学からは，史上
初となる最年少資格取得者（大学1年生の8月に
1次試験に合格，2年生の5月に2次試験に合格）
を輩出するとともに，毎年多数の合格者を輩出し
ている。特に大学生の2次試験合格者は，全合格
者（過年度を含む全試験の合格者全体的）のわず
か3.7％であり，その意味では国家試験並の難関
試験となっているが，本学は全国屈指の2次試験
合格者を輩出している。
（3）「イベント検定」は，一般社団法人日本イベン
ト産業振興協会が主催する資格試験で，江戸川大
学の合格者総数は130名を超え，全国の大学のな
かでトップクラスの資格取得者数を誇っている。
1）日本広報学会事務局，『日本広報学会第23回研究
発表全国大会 京都大会予稿集』，日本広報学会，
2017
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